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＜ 生徒の感想 ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

・子どもたちは、どんな遊びが好きなのか、どんな形や色が好きなのかを考え、工夫して玩具を作った。鳴き笛を

加えて楽しんだり、物を出し入れしながら遊ぶ部分や、紐を使って引っ張り出して遊ぶことなど、自分たちでも

楽しみながら玩具作りができた。子どもたちがその玩具に集中し、黙々と遊んでくれる姿に感動した。また、考

案した玩具を通して、親子で会話を弾ませてくれる姿も嬉しかった。私たちが予想した遊びの他に、子どもたち

の豊かな発想で様々な遊びをしていて驚かされたこともあった。今後、これらを生かして研究を深めていきたい。 

・この活動を通して、子どもと関わる楽しさを改めて実感できた。勤務されている支援員の方から「今日は、普段

より沢山の親子が参加してくれて、とても驚きました。高校生が来てくれるということで多くの方が参加してく

れたと思います。地域の方から高校生への期待はとても大きいですよ」と伺った。とても嬉しい言葉をいただき、 

 秋の保育園実習も春以上に頑張りたいと思った。 

 

 

 

＜生徒の感想＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            

日 時：令和元年8月1日（木） 午前１０：００～１１：００ 

場 所：墨俣子育て支援センター  

目 的：保育に関する知識や技術を活用した手作り玩具を用いて、異年齢の子どもと交流し、地域

連携推進活動や卒業研究作品発表会に発展させる。 

 

    に役立てようとする実践的態度を養う。 

 

  

「課題研究」で製作した玩具を用いて、 

生後３ケ月以降の乳幼児とその保護者の 

方と一緒に楽しく交流しました。 

安全に配慮した手作りした玩具で遊んで 

くれる姿を見て、喜びと共に達成感も味 

わうことができ、貴重な体験となりまし 

た。 

『手作り玩具』で遊ぼう‼ 


